
掛川市水道ビジョン（経営戦略） 2026～2035 概要版

（策定の趣旨）

100年を超える歴史を持つ掛川市の水道事業は、人口減少や物価上昇、想定され

ている南海トラフ巨大地震などの災害への備えが求められる中、老朽化した施設の

更新や耐震化、技術継承など多くの課題に直面しています。

現在の水道ビジョン（2016～2025）の終了を受け、新たな10年間の計画として、

水道事業の現状を評価し、目指すべき方向性と実現方策を示すことで、次の100年

も安全・安心な水道サービスを提供することを目指します。

（計画期間）

2026（令和８年度）～2035（令和17年度）※中間期（令和12年度）見直し検討

計画策定の趣旨

（水道ビジョンに対する取り組み状況）

（総合評価）

概ね順調に推移しており、その成果として、国土交通省が全国の水道事業の経営と

耐震化の現状を全国比較した「水道カルテ」において、令和５年度末までは掛川市は

最上位区分である「Ⅱ－０」に位置づけられていました。

しかしながら、人口減少に伴う給水収益の落ち込みにより、令和６年度決算におい

て料金回収率が100％を下回ったため、区分は「Ⅰ―０」に下がる見込みです。

現水道ビジョンの検証

目指す水道の姿

（安定した水道サービス）

将来の人口減少を見据え、安定経営を維持しながら、需要者のニーズに応えた持続可能で健全な水道運営を目指します。

（安全な水の供給）

水源から家庭までの水質を確保し、市民がいつでも安心して飲むことができる水道を目指します。

（危機管理への対応）

バックアップ体制や耐震化を進め、市民や企業と協働した防災体制を構築し、自然災害の被害を最小限に抑える水道を目指します。
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基本理念「次の100年も続く、安全・安心な水道サービスの実現」

100年を超えて継続してきた「安全・安心な水道の提供」を、今後も「変わらず続けていく」との思いから定めた基本理念実現のため、

「持続・安全・強靭」の３つの柱で達成すべき22の実現方策を定めました。

長寿命化を想定した更新需要の長期見通し
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＜今後10年間に特に注力して行う５つの具体的な取組み＞

①圏域にとらわれない

広域化

②ＡＩや人工衛星、スマート

メーターなどのＤＸ活用

⑤施設のダウンサイジング

※施設規模適正化
③職員確保と育成

④災害への備え

※耐震化と老朽施設更新

掛川市

R8～17総額 約160億



フォローアップ

以下の指標をもとに、取組みの方向性を確認し、重点的な実現方策の追加、修正等についてフォローアップ（計画の見直し）を行います。

経営戦略

掛川市が目指す「持続」・「安全」・「強靭」の実現方策を達成するため、投資の効率化を図るとともに、持続可能な財源確保のための経営戦略を定めました。

財政に関する方針

(1) 財源となる純利益

の確保

計画期間を平均して、

毎年１億円以上の純利

益を確保します。

(2) 内部留保資金（利

益剰余金と損益勘定留

保資金の合計額）の維

持

計画期間を通じて、

15億円以上の内部留保

資金を維持します。

(3) 投資に対する適切

な借り入れの継続

企業債発行額は、

5.1.2の施設更新計画に

定めた各年の投資額の

50％以内とし、企業債

残高対給水収益比率

250％以内を維持しま

す。

財政収支の予測（令和10年度に料金改定を行った場合）

（単位：千円）

（単位：千円）


